
資料１

平成２４年度の実施状況について

１．共同活動支援交付金

２．向上活動支援交付金



平成19年度より始まった共同活動支援に加え、平成23年度からは
老朽化が進む農業用水路等の長寿命化のための補修・更新等を行う
取組に対し支援を行っている。

共同活動支援交付金 向上活動支援交付金

農地、用水路等の資源の基礎的な保
全管理活動と、生物多様性、景観形成な
どの農村環境保全を行う共同活動を支
援。

活動組織が行う、水路、農道、ため池
等の施設の長寿命化のための補修・更
新等を行う取組を支援。

併せて

水路の泥上げ 生き物調査 水路の補修 農道の舗装

農地･水保全管理支払交付金の概要
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水路の草刈り【大興寺みどり保全会】

池干し【竹上地域環境保全隊】生き物調査【水土里豊かな北浜川西を創る会】

ファームポンドの泥上げ
【福江校区農地･水･環境保全組織】

１．共同活動支援交付金
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１－１ 活動組織の状況

※Ｈ２４時点



１－２ 共同活動支援交付金（助成）の額

○平成24年度は二期対策初年度であり、一期対策分(H19～23)は
清算しているため、前年度からの繰越額はありません。

○共同活動支援交付金の総額は７５２，５９２千円。

○利息等の総額は１，００８千円。

●平成24年度の活用可能総額は７５３，６００千円。

支援交付金

A

利息等

B

前年度繰越

C

合計

D=A+B+C

活用可能額 752,592 1,008 ０ 753,600
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（単位：千円）



１－３ 活動実績

内容

農地や農業用水路等の維持保全のために必要な

基礎的な活動。

・水路の泥上げ、草刈り

・ため池の見回り、清掃、草刈り

・農道の草刈り、砂利敷き など
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① 基礎活動



○基礎活動において対象となる全ての項目を満たしており、要件を達成している。

○活動項目数は一期対策の最終年度と比較してほぼ横ばいであり、一期対策に
引き続き、基礎活動が実践されている。

農地や施設の維持保全のために必要な基礎な活動として、“対象となる活動項目” を

全て行うこと。

要 件

対象となる
活動項目

4,093項目

(平均13項目/組織)

平成24年度は4,093項目を実践
・水路の泥上げ、草刈り 等

= 4,093項目÷4,093項目

= 100% ≧ 100%(要件)

実績

要件達成
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内容

生物多様性保全、景観形成など農村の環境を

良くする活動

・生き物調査、ホタル等の保全

・周辺の植栽

・水質モニタリング など
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② 農村環境保全活動



要 件

生物多様性保全、景観形成など農村の環境を保全するため、

７種類のテーマから１テーマ以上を選択し、実際に活動すること。

○実践された活動テーマ数は３４５あり、活動組織は平均で１．１テーマ実施して
いるため、要件を達成している。

○活動テーマ数は一期対策の最終年度と比較してほぼ横ばいであり、一期対策
に引き続き、農村環境保全活動が実践されている。

要件達成

平成2４年度は345テーマを実践
【テーマ項目】・水質保全 ・地下水かん養

・農地保全 ・生物多様性保全
・景観形成 ・資源循環 ・水田貯留機能増進

= 345テーマ÷317活動組織

= 1.1テーマ ≧ 1テーマ(要件)

実績
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１－４ 年度別推移

○ 平成２４年度の対象農用地面積は２５，０２１ｈａ。
（対前年比９６．２％）

○ 一期対策から継続して二期対策を実施した場合、単価が
７５％とることから、事業費は減少している。

（１） 対象農用地

愛知県の農振農用地面積は各年度の12月１日時点の農振農用地面積（田、畑、樹園地、採草放牧地の合計）【県農業振興課調べ】
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対象農用地面積(ha)
愛知県

農振農用地面積(ha)
農振
カバー率

A 田 畑 B C=A/B

H24 752,592 25,021 17,747 7,274 61,187 40.9%

H23 1,024,444 25,996 18,417 7,579 62,153 41.8%

H22 1,025,416 26,076 18,451 7,625 62,429 41.8%

H21 1,026,464 26,104 18,472 7,632 62,577 41.7%

H20 1,029,480 26,174 18,538 7,636 63,611 41.1%

H19 1,031,524 26,227 18,573 7,654 66,618 39.4%

事業費
(千円)

年度



（２） 参加人数

平成１９年度と比較して、非農業者の割合が増加し、参加人数
の約５８%を占めている。
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（単位：人）

H19 H23 H24

非農業者 195,492 245,700 235,260

農 業 者 181,822 186,085 168,597
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○支出内容としては、「委託費」が最も多く、次いで「日当」、 「購入・リース費」、の
順となっている。

費目 内容

委託費 建設業者等への作業委託

活動記録の整理や報告書の作成など
の事務委託

購入・

リース費

機械経費、物材費、文具・使用料な
どの活動に要する費用

次年度繰越金 平成24年度末の残高

日当 活動参加者に対して支払った日当

その他 上記によりがたいもの。

(研修旅費、アルバイト賃金、燃料代、
お茶・弁当代 など)

１－５ 交付金の支出内訳

活動組織の支出内訳
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支出総額

約7億5千万円
(次年度繰越金含む)



２．向上活動支援交付金

西尾北部･花と水土里の会

水土里豊かな北浜川西を創る会 西牧･新田の農村環境を守る会

元刈谷環境保全会
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■ 共同活動を行う３１７組織のうち、９７の活動組織が向上活動を実施。

２－１ 活動組織の状況

13

田 畑

全体 活動組織数 ha ha ha

尾張地域 10 2 64 48 16

一宮地域 19 1 698 429 269

海部地域 54 15 1,261 1,156 105

知多地域 29 13 1,070 751 319

西三河地域 100 23 1,548 1,435 113

西尾幡豆地域 8 8 1,574 1,155 419

豊田加茂地域 42 10 774 725 49

新城設楽地域 22 6 229 172 57

東三河地域 33 19 1,586 636 950

合計 317 97 8,804 6,507 2,297

対象農用地活動組織数



２－２ 向上活動支援交付金（助成）の額

○向上活動は単年度決算であり、不用額は返還するため、
前年度からの繰越額はありません。

○向上活動支援交付金の総額は３１７，３７３千円。
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内容

■施設の長寿命化のための活動

・老朽化した水路の補修更新整備

・農道舗装の補修更新整備 など
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２－３ 活動実績



要 件

共同活動を実践している活動組織で、老朽化が進む農地周りの農業用用排水路、農道などの

施設の長寿命化のための補修･更新等の活動。

○向上活動として、施設の長寿命化のための活動を９７組織が実践している。

■長寿命化対策
①水 路 １５．７㎞ 【９４組織】
②農 道 １．３㎞ 【 ８組織】
③ため池 ６箇所 【 ６組織】

実績
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